
２ 研究の実際 ＞ (3) ピア・メディエーションに関する活動プログラム

オ 活動プログラムの検証
(ウ) 検証結果＜中学校＞

【検証の視点Ⅰ】トラブル未然防止に効果があったか

ａ トラブルにならないような聴き方や話し方についての生徒の意識と行動の変化

(「ピア・メディエーションに関する活動プログラムの学習についてのアンケート」結果より)

トラブルにならないような聴き方 実践前 実践後 差

トラブルにならないような聴き方を心掛けていますか(意識) 72.2％ 93.4％ ＋21.2

トラブルにならないような聴き方をしていますか(行動) 71.3％ 92.5％ ＋21.2

トラブルにならないような話し方 実践前 実践後 差

トラブルにならないような話し方を心掛けていますか(意識) 68.5％ 96.2％ ＋27.7

トラブルにならないような話し方をしていますか(行動) 62.0％ 93.4％ ＋31.4

○「トラブルにならないような聴き方を心掛けていますか（意識）」と「トラブルにならないよ

うな聴き方をしていますか（行動）」の質問に対して、「いつもしている」「ときどきしている」

と回答した生徒の割合が上がりました（資料１）。

○「トラブルにならないような話し方を心掛けていますか（意識）」と「トラブルにならないよ

うな話し方をしていますか（行動）」の質問に対して、「いつもしている」「ときどきしている」

と回答した生徒の割合が上がりました（資料１）。

資料１ トラブルにならないような聴き方や話し方についての生徒の意識と行動の変化
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○トラブルにならないような話し方のスキル学習においては、平成26年度に行った実態調査の結

果、トラブルの頻度が高かった２場面を、トラブルになりそうな場面として設定しました。生

徒にとって身近で具体的な場面での話し方について、モデリングを見たり、台詞づくりをして

練習したりしたため、トラブルにならない話し方への意識が高まり実際に行動することができ

る生徒が増えたと考えます。また、実際のコミュニケーションの場面では、話すことと聴くこ

とは切り離すことができないため、中学校においては、トラブルにならないような話し方と聴

き方を同じ時間に取り扱いました。自分で考えたトラブルにならないような話し方の台詞をグ

ループで練習する場面では、ワークシートを使って友達による評価とシェアリングができるよ

うにしたことで、相手を意識したコミュニケーションについての理解を深めることにつながり

ました。評価の基準を明確にすることで、生徒自身がトラブルにならないような聴き方のスキ

ルの必要性に気付くことができ、聴き方のスキル学習についても理解を深める効果があったと

考えます。

ｂ 学級におけるトラブルの頻度の変化

(「トラブルについてのアンケート」結果より)

トラブルの場面で「あなたのまわりの様子に近いもの」 実践前 実践後 差

29のトラブルの場面全体の平均 13.6％ 12.7％ －0.9

活動プログラムで取り扱ったトラブルの場面で 実践前 実践後 差
「あなたのまわりの様子に近いもの」

掃除の時間に、ぞうきんがけやバケツの片付けをＡさんもＢ
23.2％ 14.8％ －8.4

さんもしたくなくてもめている

授業中に、グループの代表にＡさんもＢさんもなりたくなく
33.3％ 44.9％ ＋11.6

てもめている

資料２ トラブルの場面で「あなたのまわりの様子に近いもの」として、

「よくある」「ときどきある」と回答した生徒の割合の変化
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○29のトラブルの場面で「あなたのまわりの様子に近いもの」として、「よくある」「ときどきあ

る」と回答した生徒の割合が下がりました（前頁資料２）。

○活動プログラムのトラブルにならないような話し方の授業で取り扱った「掃除の時間に、ぞう

きんがけやバケツの片付けを…」の場面で、「よくある」「ときどきある」と答えている生徒の

割合が下がりました（前頁資料２）。

○活動プログラムのトラブルにならないような話し方の授業で取り扱った「授業中に、グループ

の代表に…」の場面で、「よくある」「ときどきある」と答えている生徒の割合が上がりました

（前頁資料２）。

○「授業中に、グループの代表に…」の場面は、トラブルにならないような話し方のモデリング

の場面に設定しました。授業中の生徒は、これに似たようなしたくないことを押し付け合うタ

イプの場面がよくあるという反応であり、授業で取り上げたことで、トラブルとして認知する

生徒が増えたと考えられます。

「掃除の時間に、ぞうきんがけやバケツの片付けを…」の場面は、モデリングの後に、したく

ないことを押し付け合うタイプのトラブルの１つとして提示し、トラブルにならないような話

し方の台詞づくりと練習の場面に設定しました。１つの具体的な場面について、自分で台詞を

考えて実際に練習で使うところまでを取り扱ったため、生徒がこの場面での話し方を意識する

ようになり同じトラブルが減ったと感じていることが考えられます。

このことから、具体的な場面を授業で取り上げることは、その場面をトラブルとして認知する

生徒が増えると考えられます。一方で、具体的な場面における台詞づくりやその台詞を使った

練習をすることは、トラブル未然防止に効果があると考えられます。

ｃ 自分も周りも傷付けないような怒りのコントロールの仕方についての生徒の意識と行動の変化

(「ピア・メディエーションに関する活動プログラムの学習についてのアンケート」結果より)

自分も周りも傷付けないような怒りのコントロールの仕方 実践前 実践後 差

怒りのコントロールの仕方を心掛けていますか(意識) 63.9％ 95.3％ ＋31.4

怒りのコントロールの仕方をしていますか(行動) 64.8％ 90.7％ ＋25.9

資料３ 自分も周りも傷付けないような怒りのコントロールの仕方についての

生徒の意識と行動の変化
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○「自分も周りも傷付けないような怒りのコントロールの仕方を心掛けていますか（意識」と「自

分も周りも傷付けないような怒りのコントロールの仕方をしていますか（行動）」の質問に対

して、「いつもしている」「ときどきしている」と回答した生徒の割合が上がりました（前頁資

料３）。

○中学校においては、「怒りと上手に付き合おう」の学習を１時間掛けて丁寧に取り扱いました。

怒りという感情をもつことが当たり前であるという前提で学習をしたことで、生徒は学習に取

り組みやすかったと考えます。具体的な怒りのコントロールの仕方を学習した後に、自分が使

ってみたい怒りのコントロールの仕方を考えるという活動をしたことで行動できるようになっ

た生徒が増えたと考えます。

ｄ 日常生活での生徒の怒りへの対処法の変化

(「トラブルについてのアンケート」結果より)

日常生活での怒りへの対処法 実践前 実践後 差

活動プログラムで学習した怒りへの対処法

29.9％ 34.9％ ＋5.0
(1人になれる場所へ行く・深呼吸する・落ち着くように自分
に言い聞かせる・落ち着くまで数を数える)

自分や周りを傷付けるおそれのある対処法

20.8％ 19.6％(我慢する・人に八つ当たりする・自分を傷つける・メール －1.2
やＳＮＳに書き込む)

○活動プログラムで学習した怒りへの対処法を「よくする」「ときどきする」と答えた生徒の割

合は上がり、自分や周りを傷付けるおそれのある対処法を「よくする」「ときどきする」と答

えた生徒の割合は下がりました（資料４）。

○怒りへの対処法を複数学習することで、自分に合った怒りへの対処法を見付けることにつなが

り、自分や周りを傷付けるおそれのある対処法をする生徒が減少したのではないかと考えられ

ます。しかし、自分や周りを傷付けるおそれのある対処法を「よくする」「ときどきする」と

いう生徒は依然として20％近くいることから、継続して取り扱っていく必要があると考えます。

資料４ 日常生活での怒りへの対処法のうち「よくする」「ときどきする」と

回答した生徒の割合の変化
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ｅ トラブル未然防止に関わる質問に対する生徒の意識と行動の変化

(「がばいシート」結果より)

トラブル未然防止に関わる質問 実践前 実践後 差

ルールが守られ、みんなが気持ちよく過ごせている 3.40 3.51 ＋0.11

だれかが悲しむような言動はない 3.12 3.27 ＋0.15

悪口や暴力、無視などで傷付けられることはない 3.50 3.67 ＋0.17

○トラブル未然防止に関する３つの全ての質問で、ポイントが上がりました（資料５)。

○このことから、活動プログラムで学習したトラブル未然防止のスキル学習が、より良い学級の

雰囲気や友達との関係づくりに効果があったと考えます。

資料５ トラブル未然防止に関わる質問に対する生徒の意識の変化
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f 活動プログラム実践後の生徒と教師の感想

(「ピア・メディエーションに関する活動プログラムの学習についてのアンケート」結果より)

中学２年生

・生徒は初めの怒りの仕組みの学習から興味をもって取り組むことができた。生徒にとって

実際に近い場面で学習して具体的な行動の仕方を学んだことで、相手の立場に立って物事

やトラブルを考えることができる生徒が増えた。また、怒りのコントロールの仕方で学習

した、「リフレーミング」や「カウントアップ」という言葉が、普段の生徒同士の会話や

教師と生徒との会話で使われるようになった。

・トラブルにならないための学習であるが、人間関係がうまくいくためのスキル学習でもあ

ると思う。学級の生徒が学んだだけではなく、自分自身が取り扱った内容を、教師同士や

生徒、保護者との関わりの中で意識することができるようになったことが大きな収穫であ

る。意識するようになった分、生徒たちの日頃使う言葉にも敏感になり、声を掛ける場面

が増えてきている。

・友達に声を掛ける場面で、やさしい口調になった生徒が増えたと感じている。また、生徒

同士や生徒と教師の間で会話をする際に、目を見て話したり最後まで丁寧に聴いたりする

生徒が増え、学級内で相手を大切にして関わる雰囲気が高まったと思う。

○活動プログラム実践後、生徒が今までの怒りへの対処法を見直し、周りの人を傷付けない対処

法を使っていきたいと考えていることが分かりました。また、トラブルにならないような話し

方や聴き方を心掛けることでトラブルが減ることを実感していることが分かりました（資料６)。

○活動プログラムを実践した教師の感想には、怒りが起きたときや友達と関わるときに学習内容

を生かしている生徒が増えたという記述がありました。また、この学習が学級の雰囲気や友達

との関係など、生徒同士の支え合う人間関係づくりにも有効であると実感していることが分か

りました（資料７）。

以上のことから、自分も周りも傷付けないような怒りへの対処法やトラブルにならないような

話し方と聴き方のスキル学習は、より良い学級の雰囲気や友達との関係づくりのために有効であ

り、トラブル未然防止に効果があったと考えられます。また、トラブル未然防止の効果を更に高

めていくために、学習した内容をトラブルになりそうな場面だけではなく日常の場面でも継続し

て取り扱っていく必要があると考えます。

資料６ 活動プログラム実践後の生徒の感想

資料７ 活動プログラム実践後の教師の感想
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【検証の視点Ⅱ】トラブル解決に効果があったか

ａ 友達同士のトラブルを見たときの声掛けについての生徒の意識と行動の変化

(「ピア・メディエーションに関する活動プログラムの学習についてのアンケート」結果より)

友達同士のトラブルを見たときの声掛け 実践前 実践後 差

声を掛けようと心掛けていますか(意識) 36.1％ 75.7％ ＋39.6

声を掛けていますか(行動) 28.0％ 67.0％ ＋39.0

○「友達同士のトラブルを見たときに、声を掛けようと心掛けていますか(意識)」と「友達同士

のトラブルを見たときに、声を掛けていますか(行動)」の質問に対して、「いつもしている」「と

きどきしている」と回答した生徒の割合が上がりました（資料８)。

○もめている当事者の間に入って声を掛ける方法を具体的に学習することで、声を掛けることに

対する意識が高まり、行動に移す生徒が増えたと考えます。

ｂ 友達同士のトラブルの場面での声掛けの意識の変化

(「トラブルについてのアンケート」結果より)

トラブルの場面において
実践前 実践後 差

「間に入って声を掛けることができると思うか」

29のトラブル場面全体の平均 48.7％ 52.3％ ＋3.6

資料８ 友達同士のトラブルを見たときの声掛けについての生徒の意識と行動の変化
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活動プログラムで取り扱ったトラブルの場面において
実践前 実践後 差「間に入って声を掛けることができると思うか」

係の仕事で呼ばれたときに、ＡさんもＢさんも行きたくなく
54.4％ 56.6％ ＋2.2てもめている

部活動で、ＡさんがＢさんに真面目に練習してほしいと注意
55.3％ 67.0％ ＋11.7したが、Ｂさんが真面目に練習していると言ってもめている

○29のトラブルの場面において「間に入って声を掛けることができると思うか」で、「思う」「少

し思う」と回答した生徒の割合は、上がりました（資料９)。

○活動プログラムで取り扱ったトラブルの場面については、「間に入って声を掛けることができ

ると思うか」で、「思う」「少し思う」と回答した生徒の割合は、上がりました。特に、「部活

動で、ＡさんがＢさんに真面目に・・・」の場面では、11.7ポイント上がりました（資料９)。

○トラブル解決の学習において、生徒は「部活動で、ＡさんとＢさんが真面目に・・・」の場面の

トラブル解決の動画を視聴し、トラブル解決のポイントを考え、更にポイントの入った動画でト

ラブル解決のポイントを確認しました。このように、繰り返し動画を使って考えることで、ポイ

ントの理解が深まり、声掛けの意識の向上に効果があったと考えます。

資料９ トラブルの場面において「間に入って声を掛けることができると思うか」で、

「思う」「少し思う」と回答した生徒の割合の変化
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ｃ トラブル解決に関わる質問に対する生徒の意識の変化

(「がばいシート」結果より)

トラブル解決に関わる質問 実践前 実践後 差

問題があったときみんなで考え解決しようとしている 3.01 3.16 ＋0.15

困っているときに助けてくれる友達がいる 3.63 3.66 ＋0.03

＋0.31頼りにされることや役に立っていると感じることがある 2.56 2.87

○トラブルの解決に関わる全ての質問で数値が上がりました（資料10)。

○このことから、活動プログラムで学習したトラブル解決のスキル学習が、より良い学級の雰囲

気や友達との関係づくり及び自己存在感の高まりに効果があったと考えます。

ｄ 活動プログラム実践後の生徒と教師の感想

中学２年生

資料10 トラブル解決に関わる質問に対する生徒の意識の変化

資料11 活動プログラム実践後の生徒の感想
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・学校に限らず、社会に出てからもトラブルはつきものだと思う。トラブル解決のスキルの

学習は学校生活だけでなく卒業した後も活用できるスキルであるため、中学校でポイント

を押さえて学習することは有効であると考える。

・これまで、自分自身がトラブルに巻き込まれることを恐れて、友達同士がもめていても、

為す術もなく見ているしかなかった生徒たちであり、友達同士のトラブルについて公に話

題にすることを避けてきていた生徒たちである。それだけに、今回、具体的なトラブルの

場面を授業で取り上げて、このように声を掛ければよいと理解して台詞づくりをし、全員

が実際に練習してみたことは、「声を掛けることはできそうにない」と感じていた生徒に

とって大きな経験になったと思う。今後、そういった場面に出会ったとき、「どうしたの」

と声を掛けようという意識が働いてくれることを期待する。

○活動プログラム実践後の生徒の感想には、トラブル解決のポイントを学習することで、以前よ

りも声を掛けることができるようになったという記述がありました（前頁資料11)。

○活動プログラムを実践した教師の感想には、トラブル解決のポイントをスキルとして身に付け

させることが、今後の生活の中で必要であるという記述がありました（資料12)。

以上のことから、トラブル解決のスキル学習は、より良い学級の雰囲気や友達との関係づくり

及び自己存在感を高めるために有効であり、トラブル解決に効果があったと考えられます。また、

トラブル解決の効果を更に高めていくために、学習した内容をトラブルの場面だけではなく日常

の場面でも継続して取り扱っていく必要があると考えます。

資料12 活動プログラム実践後の教師の感想
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【検証の視点Ⅲ】学級における支え合う人間関係づくりに効果があったか

ａ 学級の雰囲気、友達との関係、自己存在感についての生徒の意識と行動の変化

(「がばいシート」結果より)

学級における支え合う人間関係づくりに関わる項目 実践前 実践後 差

Ⅰ 学級の雰囲気 16.47 16.97 ＋0.50

Ⅱ 友達との関係 17.82 18.16 ＋0.34

Ⅲ 自己存在感 16.56 17.35 ＋0.79

○活動プログラムの実践前後の「がばいシート」の結果（項目別）を比較すると、着目した３つ

の項目の数値は全て上がりました。特に、「学級の雰囲気」と「自己存在感」の項目において

は、0.5ポイント以上数値が上がりました（資料13）。活動プログラムの実践を通して、生徒に

とって居心地の良い学級になり、学級における自分を価値ある存在であると感じていることが

分かりました。

○このことから、この活動プログラムが生徒の支え合う人間関係を築くために有効であると考え

ます。

資料13 学級における支え合う人間関係づくりに関わる項目に対する生徒の意識と行動の変化
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